
中学校

大会主題 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた体育学習の展開」

研究主題 「課題解決に向けて主体的に活動できる生徒の育成」

～グループ学習による教え合い・助け合いを通して～

Ⅰ 研究の概要

１ 主題設定の理由

（１）今日的課題から

中央教育審議会答申において，現行の学習指導要領に関わる課題として，「習得した

知識を活用して課題解決することや，学習したことを相手にわかりやすく伝えること等

に課題があること，運動する子供とそうでない子供との二極化が見られること，子供の

体力について，低下傾向に歯止めがかかっているものの，体力水準が高かった昭和６０

年ごろと比較すると，依然として低い状況が見られることなどの指摘がある。また，健

康課題を発見し，主体的に課題解決に取り組む学習が不十分であり，社会の変化に伴う

健康課題に対応した教育が必要との指摘がある。」と示されている。

今回改訂された新学習指導要領では，育成を目指す資質・能力が「知識及び技能」「思

考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で整理された。そ

して，各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方（見方・考え方）を働かせ，

目標とする資質・能力の育成を目指すことが示された。

保健体育科において育成すべき資質・能力は，以下のとおりである。

（１）各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について

理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。

（２）運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判

断するとともに，他者に伝える力を養う。

（３）生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，

明るく豊かな生活を営む態度を養う。

これらの三つの資質・能力は，保健体育科の目標である「生涯にわたって心身の健康

を保持増進し豊かなスポーツライフを実現する」ために必要不可欠なものである。そし

て，この資質・能力を育成するためには，体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を

発見し，その合理的な解決のための活動を充実することが求められている。保健体育科

における見方・考え方は，新学習指導要領解説において，以下のように整理されている。

『体育の見方・考え方』

運動やスポーツを，その価値や特性に着目して，運動の楽しさや喜びとともに体力

の向上に果たす役割の視点から捉え，自己の特性等に応じた『する・みる・支える・

知る』の多様な関わり方と関連付けること。

『保健の見方・考え方』

個人及び社会生活における課題や情報を，健康や安全に関する原則や概念に着目し

て捉え，疾病等のリスクの軽減や生活の質の向上，健康を支える環境づくりと関連付

けること。



子供たちが，学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し，生涯にわたっ

て能動的に学び続けることができるようにするためには，我が国の優れた教育実践に見

られる普遍的な視点である「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善（ア

クティブラーニングの視点に立った授業改善）を推進することが求められている。

本県では，児童生徒の運動や健康・安全についての理解と運動の実践をとおして，明

るく豊かで活力のある生活を営む態度を育てることを目指し，「活力にあふれる『健や

かな体』を育む」を学校教育指導の指針の重点取組の一つに掲げている。

そこで本校では，グループ学習による学び合い活動を生かした指導方法の改善を行っ

ていくことで，大会主題「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた体育学習の展開」

を推し進めていけるものと考え，本主題を設定した。

（２）学校教育目標から

学校教育目標

豊かな心で，生き生きと学ぶ，たくましい生徒の育成

〈めざす生徒像〉

（１）笑顔を輝かせ隣人や自然を愛する生徒

（２）自ら学ぶ意欲をもち主体的に学習に取り組む生徒

（３）健やかで，たくましい心と体づくりに努力する生徒

（４）隣人とともに活動することで社会性を育む生徒

本校では，人間尊重の精神を基調とし，豊かな感性を育みながら，ともに学び，と

もに活動する中で，自主性やより良い生き方を考えることのできる，心身ともに健全

な生徒の育成を目指している。また，「課題解決の力を共に高め合うことのできる生

徒の育成 ～グループ学習における言語活動の充実を通して～」を研究主題とし，各

教科で確かな学力を育む学習指導の工夫に取り組んでいる。

そこで，保健体育科の学習においても，グループ学習を意図的・計画的に取り入れ

ていく。課題の解決を目指して互いに教え合い・助け合うグループ学習の場を工夫し，

「できること，わかること，多様に関わること」をバランス良く組み込んだ学習の充

実に努めることで，本校の教育目標及び研究主題，大会主題に迫ることができるもの

と考えた。

（３）生徒の実態から

本校の生徒は素直で明るく，全体的に落ち着いた生活を送っている。運動すること

が好きな生徒が多く，保健体育科の授業では，友達と協力しながら課題解決に取り組

んでいる生徒が多い。また，進んで運動に取り組むきっかけの一つに，「今まででき

なかったことができるようになり嬉しかった」といった，技能の向上をあげている。

しかし，体力テストの結果や授業の様子を見ると，体力面・技能面において個人差

が大きく見られ，二極化傾向の実態があることから，生涯にわたって運動に親しむ生

徒を育成するためにも，「できる」「わかる」「関わる」楽しさを体験させ，運動に対

する有用感を高めていく必要がある。

授業においては，グループで思考を深める場面で，習得した運動の技能や知識を活



用して課題解決にあたる姿が十分に見られないことから，観察し合ったり，話合った

りする認知的学習場面を意図的に取り入れ，「活用する力」を育てていく必要性を感

じている。

以上のことから，本校の体育授業の目指す方向は，学び合い活動を生かした指導方

法の改善を行い，「できること」「わかること」「関わること」をバランス良く組み込

んだ授業を展開し，生徒が基礎的・基本的な運動の技能や知識を確実に習得して，運

動の楽しさや喜びを味わえるようにすることである。そして，習得した力を活用し，

自信をもって挑戦したり，自らの課題を解決したりできる生徒を育成していきたい。

基礎的・基本的な運動の知識・技能を活用する力の育成を図ることが，健康で豊か

なスポーツライフを実現させる力となり，体育・保健体育科の究極の目標である「明

るく豊かな生活を営む態度」を育てることになると考え，本研究主題を設定した。

①運動・スポーツが好き ②仲間に教えたことがある

③仲間に教える自信がある ④仲間に教える際に必要だと思うこと

【保健体育科アンケートより 全校生徒７４５名】

２ 主題について

（１）「主体的に活動できる生徒」とは

①自己またはグループの課題を考えられる生徒

②課題解決の方法を考えられる生徒

③課題解決のために自ら学ぼうとし，意欲的に活動できる生徒

（２）「グループ学習による教え合い・助け合い」とは

①自他の課題に気付き，互いに伝え合うこと

②課題の解決方法を話し合い，考えること

③課題解決に向け，協力して活動すること



３ 研究の目的

課題解決を目指して，生徒が自ら考え，主体的に取り組む体育学習の在り方につい

て，グループ学習の実践を通して研究する。

４ 研究の仮説

仮説１ 基礎的・基本的な技能を習得させる手立てを工夫することで，運動に対する自

信が付き，活発に教え合い・助け合いをすることができるであろう。

仮説２ グループ学習による教え合い・助け合いの場を意図的・計画的に取り入れるこ

とで，自己やグループの課題を理解し，合理的な解決のために思考・判断して学

習に取り組むことができるであろう。

５ 研究の方法

（１）仮説を検証するための手立て

①仮説１

○主運動につながる予備的な運動や前段階の運動に取り組む時間の確保

○指導過程の明確化

○動きを確認するための視聴覚機器の活用

○成果や課題を明確にするための学習カードの工夫

○実態に応じた，教材・教具や学習の場の工夫

②仮説２

○意図的なペアやグループの編成

○作戦やルール，練習方法を考えたり，動きの確認をしたりするための時間の確保

○活動（話し合いを含む）をするための視点の明確化

○主体的な活動を可能にするリーダーの選出・育成

○話合いの内容を可視化するためのホワイトボードの活用

（２）仮説を検証するための研究方法

①学習指導要領保健体育科解説編をもとに学習内容を整理する。

○学習内容を整理し，本校の生徒の実態に即して学習指導計画を見直し，立案する。

②授業実践を行う。

③質問紙法による調査を行う。

○仲間に運動のポイントなどを教える経験の有無や教える自信があるかを調査し，

分析・考察する。



６ 研究の組織

校 長 研究の全体を統括する。

体力向上推進委員会 校長，教頭，教務主任，研究主任，学年主任，体育主任，

保健体育科で組織し，研究・研修の企画・立案を行う。

授業研究部（保健体育科） ・指導計画の検討及び作成 ・学習指導案の検討及び作成

・学習指導の工夫と改善

〔生徒の実態〕 〔本校の教育目標〕 〔保護者の願い〕

○穏健，明朗である。 豊かな心で生き生きと学ぶ ・楽しく運動させてほ

○交友関係，教師との関係 たくましい生徒の育成 しい。

も良好である。 ・基本的な技能を身に

○多くの生徒は基本的な生 〔めざす生徒像〕 付け，体力を高めて

活習慣・規範意識を身に ・笑顔を輝かせ隣人や自然を ほしい。

付けている。 愛する生徒 ・いろいろな運動を体

●受け身的で主体性や持続 ・自ら学ぶ意欲をもち主体的 験してほしい。

力にやや欠けている。 に学習に取り組む生徒 ・あいさつや礼儀を身

・健やかで，たくましい心と に付けてほしい。

体づくりに努力する生徒 ・部活動を充実させて

・隣人とともに活動すること ほしい。

で社会性を育む生徒

〔研究主題〕

「課題の解決に向けて主体的に活動できる生徒の育成」

～グループ学習による教え合い・助け合いを通して～

〔本研究で目指す生徒像〕

◎運動の特性にふれ，主体的に学ぼうとする生徒

◎仲間と協力しながら，運動を楽しむための技能を身に付けようとする生徒

◎自分やグループの課題に気付き，解決しようとする生徒

〔研究の仮説〕

〈仮説１〉基礎的・基本的な技能を習得させる手立てを工夫をすることで，運

動に対する自信が付き，活発に教え合い・助け合いをすることがで

きるであろう。

〈仮説２〉グループ学習による教え合い・助け合いの場を意図的・計画的に取

り入れることで，個人やグループの課題を理解し，合理的な解決の

ために思考・判断して学習に取り組むことができるであろう。



７ 研究経過および予定

月 研究経過および予定

平成２９年度

８ 教科部会 研究主題（仮）の検討，決定，仮説の検討

10 グループ学習の実践

関東中学校保健体育研究協議会（茨城大会）参加

11 全国学校体育研究大会（和歌山）参加

千葉県学校体育研究大会（鎌ケ谷市）参加

12 教科部会 研究主題の決定

仮説の修正

１ 山武郡市学校体育研究大会参加

２ 要請訪問・授業研究（サッカー）

３ 次年度の取組の検討

平成３０年度

４ 今年度の取組の確認・検討

５ 実態調査アンケート実施・集計 実態調査を基に取組の確認

７ 片貝小学校 研究授業参加

全国学校体育実技指導者講習会（東京・新宿）参加

８ 教科部会 指導方法の検討

11 山武市ブロック体育科公開研究会参加

全国学校体育研究大会（佐賀）参加

千葉県学校体育研究大会参加

千葉県学校ダンス研究発表会参加

12 要請訪問・授業研究（保健・バレーボール）

１ 山武郡市学校体育研究大会参加

２ 要請訪問・授業研究（ハンドボール）

３ アンケート調査実施・集計

次年度の取組の検討・確認

平成３１年度（令和元年度）

４ 今年度の取組の確認・検討

５ 実態調査アンケート実施・集計（１年生のみ）

千葉県教育研究会体育部会第１回研究部会参加

６ 第１回同一研修会 体育教育部会参加

研究授業（ソフトボール，ハンドボール，器械運動，バレーボール，保健）

７ 要請訪問 指導案検討

アンケート調査実施

８ 全国学校体育実技指導者講習会（東京）参加

教科部会 指導方法の検討

11 千葉県学校体育研究大会

３ 教科部会 次年度の取組の検討



Ⅱ 研究の実際

１ 仮説１について

（１）主運動につながる予備的な運動や前段階の運動に取り組む時間の確保

実態調査アンケートでは，運動を行う際，仲間にポイントなどを上手に教える自

信がないと答えた生徒が６０％を超えている。また，仲間に教えるために必要なも

のは「技能を身に付けていること」と答えた生徒が過半数となっている。実際，技

能が身に付いていなくても助言・アドバイスはできると考える。しかし，少しでも

自信を付けさせるため，また，練習することによって技能を身に付けるポイントを

理解させるために，基礎的・基本的な技能の習得の時間を毎時間確保して実践を重

ねた。ここでは，必ずしもグループでの活動にこだわらず，技能の習得においては，

必要に応じて指導者からの指導・助言を行った（資料１）。

（２）指導過程の明確化

学習する単元全体の目標を示し，目標を達成するためにどのような技能を身に付

ければよいかを明らかにした。また，技能を身に付けるためのポイントや１時間ご

との学習の流れを示すことで，活動する上でどのような点を意識することが必要な

のかを理解させた（資料１，２）。

（３）動きを確認するための視聴覚機器の活用

生徒が活動している場面をデジタルカメラ・タブレット等を使用して撮影し，自

分の動きを客観的に見る機会を意図的・計画的に取り入れた。映像によって，自分

の感覚と実際の動きのずれを認識させることで，修正すべき点を明確にした。

①器械運動：技を行っている場面を撮影し，確認させた。

②陸上競技：バトンパスの場面を撮影し，確認させた。

（リレー）

③ダ ン ス：各グループにタブレットを１台貸し出し、撮影・確認させた。

（４）成果や課題を明確にするための学習カードの工夫

学習カードに個人のめあて，反省を記入させることで，各自の課題を明確にさせ

た。また，技能習得のためにどのような点を意識するか記入させることで，次時の

取組につなげた。

（５）実態に応じた，教材・教具や学習の場の工夫

単元の特性を踏まえて教具や場の設定を工夫し，技能の習得を支援した。

①ソフトボール：コーン，ペットボトルでティーバッティングを行わせた。

②ハンドボール：ゲームを行うコートの隣に練習の場をつくり，ゲームと練習を並

行して行った。

③陸上競技（ハードル走）：コースごとにインターバルの距離を変え，選んだコー

スで練習した。

④サッカー：練習の場を６種類準備し，グループごとに違う内容の練習を行った。



資料１（器械運動：第１学年）

資料２

２ 仮説２について

（１）意図的なペアやグループの編成

グループ学習を行うにあたり，活動が活発に行われるよう配慮してグループ編成を

行った。編成については，技能の習得状況や人間関係を考慮した。
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オリエンテーション

1 学習課題の確認

2 学習の進め方や　

　決まりを知る

3 今まで学習して　

　きた技に取り組む

安全な場の準備・準備運動・補強運動・スキルアップタイム（ゆりかご・足うち・前転・後転等）

○基本的な技や発展技をできるようにしよう

１　学習課題の確認

２　基本的な技の習得に挑戦する

　【前転系】　　【後転系】　　【倒立系】

　　前転　　　　　後転　　　　　補助倒立

　　大きな前転　　開脚後転　　　

　　開脚前転　　　

・技のポイントを確認しながらすすめる

・お互いに技を見せ合い、気付いたことを教え合う

・全体の場でよい動きを共有する

・技のポイントを示した資料やICT機器を用意する

３　自分の課題に従って挑戦する

　【前転系】　　【後転系】　　【倒立系】

　　伸膝前転　　　伸膝後転　　　倒立

　　倒立前転

・技のポイントを確認しながらすすめる

・お互いに技を見せ合い、気付いたことを教え合う

・全体の場でよい動きを共有する

・技のポイントを示した資料やICT機器を用意する

・選んだ技を練習する場を設定する

○できるようになった技の

　組合せに挑戦しよう

１　学習課題の確認

２　できるようになった　

　技の完成度を高める

・伸ばすところ、曲げる　

　ところを意識させる

・グループでお互いにポ　

　イントを教え合う

３　自分の課題に従って　

　挑戦する

・グループでお互いにポ　

　イントを教え合う

・技のポイントを示した　

　資料やICT機器を用意　

　する

・技をつなぐための組合　

　せや順番を意識させる

　

○発表会をしよう

１　学習課題の確認

　　取り組む技と

　　構成

２　発表会を行う

　　よいところを認

　　め合えるように

　　する

４　取り組んできた技を成功させることができるか確認する

振り返り・本時のまとめ・次時への見通し・片付け



（２）作戦やルール，練習方法を考えたり，動きの確認をしたりするための時間の確保

各グループで課題を確認したり，活動の反省を行ったりするとともに，運動を行う

中で互いの改善点などを見付け，伝え合う時間を確保した。課題について話合いを行

うことで，個人またはグループの課題を解決するための教え合い，助け合いをするこ

とができるようにした（資料３，４）。

（３）活動（話合いを含む）をするための視点の明確化

グループでの活動を行うにあたり，話合ったり，教え合ったりするために必要な知

識やポイント等を示すことにより，生徒にとって活動がしやすくなると考える。話合

いの場においても同様に，何について話合うのかを明確にし，話合うために知ってお

くべき事項を指導することで，活動がスムーズに進むようにした。

（４）主体的な活動を可能にするリーダーの選出・育成

活動していく際，各グループのリーダーへの指示を簡潔・明確にすることで，話合

いを円滑に進めたり，活動が活発になったりするようにした。また，活動が滞ってい

るグループのリーダーに対しては，その都度助言をした。

（５）話合いの内容を可視化するためのホワイトボードの活用

各グループで話し合いを行った後，内容をホワイトボードに記入して掲示すること

で，他のグループと意見を共有し，取り入れられるものは取り入れていくように指示

をした（資料５）。

資料３ 資料４

資料５



Ⅲ 研究のまとめ

１ 成果

（１）アンケート結果より

①運動・スポーツを行う際，ポイント・コツを仲間に教えたことがあるか。

②運動・スポーツを行う際，仲間に上手に教える自信があるか。

（２）仮説１について

①基礎的・基本的な技能の習得を支援することで，運動に対する理解が深まり，仲間

に教えた経験，教える自信があると答えた生徒の割合が増加した。保健学習におい

ては，養護教諭との TT を行ったことでより専門的な内容になり，話合いでは理解

した事項に基づいて発言する生徒が数多くいた。

②指導過程を明確にしたことで，生徒が学習する上でポイントを意識して活動するこ

とができた。

③視聴覚機器の使用により，自己やグループの課題を客観的に理解し，活動につなげ

ることができた。

④学習カードにより自己やグループの課題を明確にさせたことで，生徒が運動のポイ

ントを意識しながら活動することができた。

⑤教材・教具や場の設定を工夫したことで，自己やグループの課題が明確になり，活

動が活発になった。

（３）仮説２について

①意図をもってグループ編成を行ったことで，活動が停滞することなく学習が進んだ

だ。

②話合いの時間を確保したことで，自己や仲間の課題を明確にし，次時の活動につな

なげることができた。

③活動をするための視点を示したことで，どのようなことを意識して活動すればよい

か生徒が意識することができた。保健学習では，理解したことを活用して話合いの

場で発言する生徒が数多くいた。

④リーダーへの支援を行うことで，活動がスムーズに進んだ。

ある 少しある あまりない ない 無回答

２０１８年４月 12.5% 52.9% 26.9% 5.2% 2.5%

２０１９年３月 15.9% 52.2% 24.9% 4.7% 2.2%

２０１９年７月 16.3% 52.7% 24.2% 4.7% 2.1%

ある 少しある あまりない ない 無回答

２０１８年４月 3.7% 27.7% 48.4% 18.3% 1.9%

２０１９年３月 6.5% 29.6% 43.5% 18.3% 2.1%

２０１９年７月 6.1% 30.1% 43.9% 18.4% 1.6%



⑤ホワイトボードを活用したことで，他のグループで話し合った内容を共有し，自分

たちの活動に取り入れることができた。また，保健学習では，他のグループの意見

に対して発言する生徒もいた。

２ 課題

（１）単元の特性に応じて活動内容をさらに工夫する必要がある。

（２）教材や教具，場の設定については，より一層の工夫が必要である。

（３）話合い活動の評価については今後も検討が必要である。


